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中小企業 のための経営活性 化 とコンピュータ活 用の実例

志 村 経 営 研 究 所

所 長 志 村 重太郎

中小企業診断士 佐 藤 卓

1.自 社経営 体質の確認

(1)経 営体 質の点検か ら戦略的経営活性化 プログラムの体 系

(別 紙 資料1)

(2)自 社経 営 力 の 強 さ と弱 さは何 か

(ア)経 営 力 自己 診 断 マ ニ ュアル と レ ー ダ ー チ ャー ト化

(別 紙 資料2)

(イ)商 店 営 業 活 動 の チ ェ ック リス トと レー ダー チ ャー ト化

(別 紙 資料3)
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(ウ)活 性 化 の 自己診 断 チ ェ ック ・シー トと レー ダー チ ャー ト化

(別 紙 資 料4)

(エ)財 務 諸表 の 経 営分 析 と レー ダ ーチ ャー ト化

(別 紙 資料A)

(3)自 社の戦略課題 は何 か

(ア)経 営理念 をまとめる

(5つ のチ ェックポイン ト)

① 会社創設の考 え方 が何 であ ったか

O社 訓 ・社是 ・社 史

O他 社にないず ば抜 けて良 い点 は

② 顧客に提供 してい る主力商品の真の価値は何 か

O主 力商品 別に

o創 業者の考 え方

③ 顧客 に対す る取 り組 み方 ・行動 ・姿勢 を再確認す る

④ 地域社会に対 す る貢献度 は ど うか

⑤ 自社 の誇 る経 営体制 は何 か

(イ)企 業存在 の使命 を成文化す る

経営理念 と環境分析か らチ ェ ックして見 る

つ
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2.営 業 環境 の 把 握

(1)外 的環 境 の 現 状 認識 と分 析 の チ ェ ック ・ポ イ ン ト

項目 チ ェ ッ ク 項 目 調 査 の ポ イ ン ト と 留 意 点

(D経 営 動 向 ①経済見通 し ②物価動向 ③輸出入動向 ④政府の経済政

策,産 業政策 ⑤世界の景気動向 ⑥民間の設備投資 ⑦金

1
(2)産 業 構 造

融政策

①政府の長期 ビジ・ンからみた業種の位置づけ ②業種の将

社 来方向(知 識集約 ・情報集約 ・技術集約)③ 資源の制約

会 ④労働力不足と高賃金(労 働組合)

経 (3)社 会 環 境 の 変 化 ①人口構造の変化 ②消費者の価値観の変化 ③生活様式の
済

環
変化 ④流行動向 ⑤消費者パワー ⑥ 所得水準と家計動向

境 ⑦公害規制

分 (4)法 制 上 の 制 約 条 件 ①独禁法 の改正 ② プレ ミアムの制約 ③土地利用規制

析 ④大規模小売店法 ⑤訪問販売割賦販売の規制 ⑥価格凍結

⑦表示方法の改善 ⑧大口資金規制

⑤ 業界の国際的位置づ ① 国際分業 における位置づけ ②資源 ナ ショナ リズムの影響

け ③各国の輸出入規制 ④国際通貨

(D業 界 の 成 長 活 力 ①経済見通 し,社 会経済環境からみた業界の見通 し ②業界

H の 成 長段階(ラ イフサイクル)

業
② 業界の当面する問題 ① 成熟期時代 にな っての変化 のポイン ト(競 合度 ・流通構造

界 点 ・慣習 ・・…)② 業種 の位置 づけと解釈(産 業特性 と産業案

分 中度)

析
(3)関 連 業界 の動 向 と影 ①国内外関連業界の指標 ② 国内外関連業界との成長性比較

響 (成 長要因分析)

(1)総 需 要 ①国内需要の推移 ②海外需要の推移(金 額と数量)
m
(2)供 給 動 向 ①国内メーカー供給推移 ②輸入高推移

(3)商 品 別 需 給 動 向 ①主要商品別需給動向

給 (引 地 域 別 需 給 動 向 ①地域(国,ブ ・ック,県,市)別 需給動 向

分 ㈲ 今後の成長見 通 し ①潜在需要はどうか ②政策景気見通 しはどうか ③関連指
折

標 は どうか ④ ユーザーは ど う変わるか

(D消 費 動 向 の 推 移 ①普及率 ②家計消費 ③需要サイズの推移
IV
② 消費者構造の現状 と ①消費者構造(性 別;年 齢)② 所得 ③価値意識 ④生活

〒 今後の変化の方向 習 慣(ラ イ フ ス タ イ ル)

ギ ③ 消費パ ター ンの変化 ①購買動機 ② 消費パ ター ン ③使用状態 ④ ファッシ ・ン
分
析

(流 行)

(4)需 要 予 測
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項目 チ ェ ッ ク 項 目 調 査 の ポ イ ン ト と 留 意 点

V

商
品
分
析

(D商 品 構 成 分 析

② わ が 社 の 商 品 力

(ライバルとの比較)

(3)今 後の競合商品の見

通し

① 業界 ・わが社 ・ライバルの商品構成 とシェアの推移

① 限界利 益率 ②価格 ③ 品質 ・機能 ・デザイン(セ ール ス

ポイ ント)

① ライバルの商品政策 ②他 業界 か らの進出 ③ 新材料,新

技術 の出現 ④代替商品 の動 き

w

↑
分 力
|

析

(D供 給 構 造 の 変 化

(2)主 要 メーカー(ラ イ

バル)の 動向 一 同

業 ・異業種

① メーカー数 ・規模 ・収益性 の推移 ②寡 占化 ・系列化 ・共

同化 ③ 流通経路 の短縮 ④原材料 と技術動 向

① ライバル調査の集約 ②業界 ランキ ング ③今後の動 き

(開 発 ・流通政策……)

W

流
通
分

析

(1)商 品別流通経路の実

態と今後の動向

(2)問 屋(中 間流通段階)

の実態 と変化

③ 小売店の実態 と変化

(4)拠 点 展 開 の 分 析

①流通経路 ②マージン体系 ③流通チャネル短縮化 ④新

チャネル

①業者数 ・規模 ・収益性推移 ②主要業者の動向 ③わが社

のルー トの特性

①業態別販売動向,商 品動向 ②主要取扱業者の動向 ③ わ

が社のルー トの特性

①拠点展開分析(ラ イバル比較)② 拠点別商圏分析

珊
実 ラ
態ス
調 ル
査

(D当 面 ラ イ バ ル

② 業界 トップ ライバル

㈲ 異 業 種 ラ イ バ ル

①企業規模 ②商品 ③ シェア ④収益性 ⑤成長性 ⑥販

売力 ⑦販売方針 ⑧商品政策 ⑨企業の強弱のポイン ト

⑩拠点展開の方向

戦略経営計画のたて方82～83頁

川名正晃著 経営実務出版

(2)政 府等外部 資料 の活用

(別 紙 資料5)
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〔図表一1食 料品店の情報利用対策 の内容 〕

一① 、

自社内情報→ 広域 的情 報 利 用 〉 資料の利用方向例 一 〔
(内部収集)

食
新 聞,推 譲.テ レ ビ ・経営方針設定への参考資料

料
ロ

な ど の一 般 マ スコ ミ ・経営計画策定への参考資料
・独自の各種

調査資料
口口 情報利用

店
・社内各種

の ・販売計画策定への参考資料 統計資料
◎

,

一.
情 〉 地 域 的 情 報 利 用 ・販売促進対顔への参≧資料

←
、 ■

、

報 ・消費者情報把握への参考資料

利
・各部道府県,市 区町

用

対

村の商工担当課の資

料利用
・商品計画商品開発への参考資料

、社

内

評

経
営
者

策
・地区商工会議所,商 ・商品選定仕入対策への参考資料 →

価
ヂ
〉窪

工会などの資料利用 一
思

判 決(無料提供) ・従業員の採用,教 育への参考資料 断 定

・従業員の待遇改善への参考資料
◎
→ 業 界 の 情 報 利 用 一 ・福利厚生施設対策への参考資料

・問 屋 .セ ー ル ス.同 ・融資利用.金 融対策への参考資料
業者からの情報利用
・メ ー カ ー,問 屋 発行

・税務対策申告事務への参考資料

機関法
・記帳整理,経 営分析への参考資料

6カ タ ロ グ,広 告.パ

・ ンワ レットなどの 利 用'
・出店対策業務拡張への参考資料

・他業界動向調査への参考資料

④
→ 専門機関の情報利用 一

・食料品流通改善協会

など公的専門コンサ

ルタン ト機 関 のf|1用

(原 則として無料提供)

一 〉

◎

国の商工関係資料 一.

閲覧機関

・総理府統計局統計相

談所(電 話問合せ相

談あり)
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小売業 が利用で きる公共機 関の主要資料 (社)食 料品流通改善協会資料参照

前 述 した よ うに,公 共機 関 が 保 有 して い る資 料 は 非常 に 多 岐 に わ た って お りま

す。 そ こで こ』こで は,一 般 の 食 料 品 店 が 常 時 必 要 とす る もの だ け を例 と して掲 げ

て み ます と次 の よ うな もの が あ ります。

〔図 表 一2公 共 機 関 の 資 料収 集 先 紹 介(主 要分)〕

資 料 名 問 合 せ 機 関 利 用 ・対 象(例)
凡

地区世帯 ・人 口統計 市区町村統計係 商圏人口世帯調査,購 買力測定.地 区将来性など
一

①

①

④

④

,④

①

②

③

③

②

⑦

⑥

⑧

⑤

⑥

⑦

⑧

産 業 動 態 調 査 表 市区町村商工係

、

地域産業構造調査,商 圏性格評価.地 区将来性など

祁市環境整備事業関係
甜道府県市区町村
環境整備課 都市開発計画.道 路開発計画,交 通環境関係など

商店街診断報告 書 祁道府県商工指導所 禦 醐 調査済のもの頑 網 織運営状況等に

広域商業診断報告書
.

都道府県商工指導所 一定の地域内における商業環境関係の診断結果

∫

(家計調査)
一 般 消 費 動向 調 査

都道府県商工指導所
保管

A・

全国,都 道府県別,階 層別等家計調査
「「

業 鮎1ほ 況動向調査 都道府県商工指導所
一般景況調査.業 況動向を実施 している機関では月報又
は季報.年 報の形で公表している

一

業 種別診 断報告 書 都道府県商工指導所 地区によって業種別診断寧告を実施している

一 般 商 業 統'計 都道府県商工指導所

一 「 一"一一 ー 一

地域別,業 種別店舗数,就 業者数,年 間販売額等

大規模小売店舗出店
状況(計 画含む)

都道府県市区町村
届出のあったものにっいて,大 型店の出店内容の概要が

把握可能

中小 企業経営指 標
(中小企業庁刊)

都道府県商工指導所 一般に市販.業 種別の財務比率調査
《'

賃 金 統 計 表 都道府県労政課 瑠駿 、嬬 彊劃 の縦難

食品 衛生関 係資 料 地域所轄保健所 各種食品衛生関係の統計資料

店舗施設建築関 係 都道府県建築課 不動産関係登録業者.建 築基準,用 地指定等

労務関係一般資 料 都道府県労政課 労働基準法その他労働組合等に関する資料

公共機関制度融資関孫
'

部道府県経済部
関係部 各種融資制度の内容,手 続き,そ の他

その他
資 料 収 集 につ い て

都道府県商工指導所
必要とする資料収集の方法についてアドバイスを行って
いる

※その他.食 料品関係の統計資料は, (社)食 料品流通改善協会にも保存しているものがある.
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資料収集利用のチェック例

〔図 表 一3〕
.

あなたの店では現在何が問題となうていますか(例)
公 共 の 統 計 貸 料 収 集 内容

(図表一3の 該当個所 撤 を参照)

1 地域消費者の動向が よのつかめない ①②⑤の資料を利用する

2 経営計画をどのように立てたらよいか迷 っている ①～④⑦の利用と◎に相談する

3 販売計画の合理的なすすめ方1ζついて知 りたい ①～④から必要な ものを利用する

4 地域に適合させた広告活動の展開に迷 っている ①②◎の資料を利用する

5
新規商品を導大 したいが地域消費者に適合するか不明

である
Φ→⑤の資料を利用す る

、

6
従業員の給与改訂の範囲やr般 賃金水準の動向を知り

たい
④の資料と◎への相談をうける

7
'従 業員の教育をどのように進めたらよいか困

っている
◆◎の資料と◎への相談を うける

8
経宮セミナーに参加 したいがどこで何を行うかわから

ない

◎に問合せると主要なものが判明

する

9 福利厚生施設の改 善をしたいがその方法に困っている
⑤～⑦の資料を参考とし◎に相談

す る

10 出店対策計画はあるが出店先の動向がつかめない 出店先の◎に相談する

11 業務拡張のための投資計画や採算の判断が不明である ⑦の登科をもとに◎に稻談ずる

12
他業界勤向や情報を知 りたいが資料収集方法が不明で

ある
③の資料と◎への相談が早い

▲3 融資制度 を響`1用したいが手続方法,内 容がわからない ⑦の資料と◎への問合せを行う

14 帳簿の記帳方法がうまく行えなくて悩んでいる bに 指導をうけるとよい

15
経営分析や経営診断を受けたいが手続や経費が不明で

ある

◎に問合せ もしくは申込を行うと

よい

資料の選択と使い方

目的に適合 した資料 を検討 す る

〔図表 一4〕

①
消費動向1ζ関する調査

調

査

の

目

的

②.
販売動向に関する調査

一〔

一(

ヰ
.貧

皇
国

喜

③
業界動向に関する調査

④
地域動向に関する調査

'

⑤
店舗施設に関する調査 イ§

蓼
凋

5
困 一
貫

⑥

ヰ

〔

r

従業員対策に閲する調査

⑦1
財務運 用に関 す る調 査1

1
1L

◎

(資料収集の例)

要酬薔翰;畿磐鮭翻瑞麹き〕

美鵠 蒋i栖翻 習髭i調査・期 芳ll}鷺宮縮 〕

琵!埋 墓x藷!翻{鐙筆缶 製造業別工某硫〕

一一(郡市啓備計画,道 路計画.交 通機関乗口客数,広域診断結果
.業 種別店舗数勤向 〕

腎 學騨2認 偏近代化幽 するfiM・nCSC〕

萎3!克鑑 罐 篇燈 隻麟 窪護額 係〕

蹴 灘 §蹴 公共纐 纈 開顕 料・ 〕
コや

幅談・巡回指導・髄 雲雀鍛 黎 翻 響認5瓢 枢q"〕
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(3)営 業 活 動 力 を見 つ め なお す調 査 法

(ア)商 品 ・市 場 ポー トフ ォ リオ

図表一1市 場 と製 品の2つ のポートフォリオ 図表一2

市 場 ポ ー トフ ォ リオ'

一 自社の強さ

吻 ⑦建機 ⑫

吻 ピル川

濃淡 によって戦略が決 まる製品市場

ポー トフ ォリマ トリックス

ー

成
長
性

』

製品 ボ ー トフ オ リオ

ー

成
長
性

一 一一一自社 の強 ざ』

小型タテ

大形タテ ⑫ 空冷

吻
ガ ソ リ ン

吻 ・ 一 タ リ ー

製 品 ガ
ソ

リ

市 場 ン

7
;
1

デ ィ ー ゼ ル 評 価

空

冷

水 冷
成
良
性

rl強
社
の さ

小 型 大型

横 歩テ タテ
、P「

,P.

農 機 蓋藤

　
≡.ミ・・筆 削 雲
≡ 三≡.=≡ ≡
笥ill臆 ⊇llllr≡

ノ ○

船

小 謙 藷農難病

→ ◎

大
/

饗'遷
、 △

建 機

騰 畿 難
竃懲隣 裏

茎 ξ当陛 『
一 マ.E　

訓脈漸騰
! ○

、

ビ ル 川
、19弓
1せ

; 鱗( 一－D・ ◎

OEM メ x

海 外

→

."、磐§芸当鵬 主濯

言偏 噸 論m馴1順 ノ
O

評

価

成 展 性 ,
一 、 → 一ゆ 一◆

r1社 の
強 さ

ム ノ △

、

△ ◎ ◎O

一 喜:1㌧慰::
鄭`の強さ[＼

・一

難

1::一線這 醸

製品 チ ャネル積 極拡大

●農機市」劫一 小型1タテ型

●建{幾市場一 小型 タテ型

●海外 一 小型 タテ型1

チ ャネ ル失地回復 しつつ製品積極拡大

●農機市場 一 小型横型

●海 外 一 小型横型

チ ャネル限定 しつっ製品積極拡大

●海外一 空冷

チ ャネルの強 さをいか した新 製品投 入

●OEM－ 小型 タテ型

チャネル製品縮少

●OEM－ 空 冷
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図表一3ゴ ル フ販売 チャネルの評価

チ ャネル 店数 売上比 文雅比 競 合 成長性 強 さ

直 営 店 20 20% 0.5% ミ ズ ノ → ◎

フ ランチ ャイズ 30 30% O.5%
ホ ン マ

マ ル マ ン
→ (【∋

デ パ ー ト 40 10% 35%
ホ ン ーマ

rプル マ ン

ミ ズ ノ

→ △

専 開 店 60 10% 15%
ミ ズ ノ

マ ル マ ン
→ 〈

問 屋 傘 下 80 30% 25%
ミ ズ ノ

サ ン ケ イ
→ い

鼠 賊 店 10 2% 25% ミ ズ ノ → △

図 表 一4ゴ ル フ 販 売 チ ャ ネ ル ポ ー ト フ ォ リオ

自社 の強 さ

花形

t

金の木

直営店
量 販店

デパ ー ト

問屋
,

@・ 門店

フ ラ ン チ ャイ ズ

問題児

負け犬

「新製品 ・新事業探索法」

近藤修司著 日本能率協会107頁
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(イ)営 業 ポ ジ シ ョニ ン グ分 析

o市 場 ・顧 客 ポ ジ シ ョニ ン グ分 析

H(+)品 質 志 向

1←)

合理 性

簡便志向

皿 日高級志向

H← 一)省力 化 ・実 質 志 向

1(+)豊 か さ

ア メ ニ テ ィ志 向

m(+)価 格 ・経 済 性 志 向

一10一



3.戦 略的経営活性化の計画化 と展 開

(1)異 業種交流 による戦略発想法

(2)全 脳 開発 のための戦略発想法

(ア)全 脳 開発 とは

問題発見 と
解 決 方 式

＼ て'
、、

、 、、、

＼」

問 題 の 設 定

改 善 ア プ ロ ー チ

問

題

発

見

要 因 の 列 挙

要 因

(
新

し

い
皮
質
)

型
⊇

問

題

解

決

ま とめ ・グループ化

目 標 設 定

代替案作成評価

1外

⊥

:
Y

⊥

:
∀

(
視

覚

界 現 象 形 司

,⊥

:
Y

⊥

:
y壬

r●''"一'='"一'…1

1大 脳i
ll

経

験

科

学

科

学

技

術

左

脳

右

脳

(
古

い

皮

質

)

心

身

医

学

精

神

文

化

人 間 性 の
向 上

的

的

的

的

的

語

数

術

学

緒

言

宗

芸

文

非

情

的

的

的

的

造

性

像

感

創

感

想

直

精神而の
向 上

集団能力開発 個人能力開発
人 間 性
向 上

最 善 案 決 定 英領成果への道 自己改造への道

潜 在 能 力 の 最 大 発 揮

一11-一



(イ)全 脳 開 発 に よ る能 力 開発 法

(a)瞑 想 法

例 音 楽 の イ メ ー ジ発 想

(c)そ の 他

(3)戦 略 目標 管 理 の 進 め方 と展 開

(別 糸氏 資 料6)
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(4)経 営 活 性 化 の 演 出 設 計

〈 全 員 経 営 ・ま ご ころ会 議 シ ス テ ム 〉

昭和58年 度
経 営 指 針

A 第1次

職 場 会 議

個人u操 設定

職 場 本人
cts{b契 約苫

ヒ司

個人 本人
こ奉ll:契約 』

へ
本'社 へ

Pl

へ
本社へ

an

こ奉仕契約書

ま とめ ま と め と検 討

llB58(r・度

課 題 と対 策

役 員会 検 討

Do

昭58年 度

実tテ'方 釧・

四半期まごころ

経 営 会 議

第2次

職 場 会 議 ご奉仕契約書
(修正)

個 人 目標修正

See

r-一 一 ●"一 ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー

|

1

`

1

⑪

1

1

|

l

l

I

l

I

,

1

一一一

|
…

-
ー

ト

ー
-
ー

L

職 場 評 価

A,B,C

個人 本人
e奉 仕契約書

(修iE)

本社へ

本社へ

担 当復 興 確 認

本 社 フ ァ イル

四半期業績の
職場評価

四半期業績の
自己評価

自 己 評 価
A,B,C

役 員 評 価

A,B,C 担 当役 員 と

面談,評 価

社L乏 評 価

A,B,C

.ヒ司 との

面談,評 価

ヒ 司 評 価

A,B,C

社 長 と担 当役 員
の面'談,評 価

川58年 度第2四

半期経i:t指針

A
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4.役 職 者 活 性 化研 修 プ ログ ラム

(資 料6,7,8,9)

〈 役 職 者 活 性 化 研 修 プ ロ グラ ム 〉

研 修 方 法

研 修 工 目 日 程
講 義 研修 プロ グ ラ ム

グループ討議

と 発 表

全 能

プログラム

OA

プログラム

灘}役 員
①経営力自己診

断チェックリ

o経 営理念のま

とめ

③全脳能力

テス ト

1 経営体質 の 確認

第1日

～

第2日

鴛離 任皇

ス ト

② 営 業体 質 チ ェ

、ッ ク リス ト

o管 理者として

の若者の扱い

o音 楽

前 半 方

オ リエ ンテ ー シ ョ ン 登 山 シス テ ム と

活性化体系 1の まとめと発 表

外的環境の現状認 ④外的環境の現 皿のまとめと発表

∬

営業環境の分析 と

予 測

(この1年 と3年 先)

第2日

後 半

識 状 認 識 の チ ェ

ッ クポ イン ト

o音 楽

o体 操

o散 歩

研 修 と

OAプ ロ

グ ラ ム

O瞑 想

目標設定と全脳思 ⑤課題設定と探 皿のまとめと発表

考 索 シー ト o音 楽 の イ

目標設定と自社の 第2日 メ ー ジ発
皿
重点課題 後 半

⑥目標設定マツ 想

プ

解決策の検討 マ ー ケ テ ィ ン グ戦 ⑦目標管理シー Wの まとめと発表 ○音 楽

oこ の1年 と3年 先 略 ト ○体 操

O会 社全体 o製 品市場分析
o散 歩

Iy 営 業 第3日 O販 売チャネル戦
o瞑 想

個 人 略
、

Oリ ス ク マ 不 ジ メ

ン ト

課題の解決策と 説得力ある発表の ⑧戦略策定マツ
Vの まとめと発表 o音 楽

発 表 第3日 仕方 プ

～ 全体発表会

V
第4日 (対 役員)

前 半 研修成果と懇談

A瓜
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(資 料6)
目 標 管 理 シ ー ト

作成 日 昭和 年 月 日

ー

」
m
ー

昭 和 年 第 四 半 期
部 別
営業所

氏
名

印

分

野

目 標

(な に を)

達 成 基 準

(ど れだけ)

対 策

(ど のよ うに)

日 程

(い つ までに)

他 部門 への要 望事項

(ど こへ,な に を)

成 果 評 価

(ど うなったか)

自己評価 上司評価

業

務

目

標

1

ABC ABC

2

ABC ABC

3

ABC ABC

育

成

目

標

ABC ABC

ABC ABC

ABC ABC

中
間
の
経
過
と
実
績

目 標 の 修 正

進 行 状 況

P

担当役員 ・部長

の 所 見

(押 印)

ABC

指 導 事 項

特 記 事 項 社 長

ABC



(資 料7)

経 営 力 自 己 診 断 マ ニ ュ ア ル

会 社 名

年 月 日 年 月 日

〈 自己診断手順>

1.1～ 珊 のそれぞれの項 目について,貴 社の強 み と弱 みを判断 して下 さい。0は その能力が全 っ

くない場 合,10は その能力が非常 に強い と思 われ る場合 です。0～10の 直 線上 の適 当と判断 さ

れ る ところに○印 をつけ て下 さい。

尚,そ の能 力が貴社 にとって必要 がない と判断 され る場 合は右側 『不要 』を○ 印で囲んで下 さ

い。 その数だけ項 目数が減 ります。

2、1～ 珊 の それ ぞれ について合計点及び平均 点 を求 め て下 さい。 この平均点が貴社 の経営 デ ィメ

ンシ ョン別経 営力5段 階評価 とな ります。(レ ー ダーチ ャー トに記入 して下 さい。)平 均点 は小数

点以 下第2位 を四捨五入 して小数点第1位 まで求 めて下 さい。

3.1～ 棚 の それ ぞれの デ ィメ ンシ ョンについ て,貴 方が貴社の経営 上重要 であると判断 され る度

合に応 じて,合 計 が10.0点 に なるよ うに重みづけ をして下 さい。

4.1～ 珊 の それ ぞれの デ ィメ ンションについ て,平 均 点(B)と 重 み付 け点数(C)と 掛 け合せ評価

(D)を 求 めて下 さい。1～ 珊 の評価 を加 えた ものが総合評価 とな ります。

経 営

デ ィ メ ン シ ョ ン
1 H m IV V VI w 珊

総

合

評

価

平 均(B) 6.4 6.2 6.6 8.0 8.0 6.5 6.2 4.5 計

加 重(C) 2.01 1.56 α94 0.9 1.01 135 1.67 0.56 10.0

評 価(D) 12.9 9.7 6.2 7.2 8.1 8.8 10.4 2.5 65.8
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ト ッ プ ・マ ネ ジ メ ン ト能 力

IlO

経営管理w
能力

社会関係能力 珊

"

■

・

・8

-

・4

H情 報処理能力

10理w 8 ♪ 4 2

・・2

1 1 ` 1

] ] 6 §om

2一
・

4・ 声

6一
一

営業技術能力 VI
IVR&D能 力

m製 品市場

能力

10
V

財務能力

経 営 力 評価 レー ダー チ ャー ト

◎1～ 珊 の デ ィメ ン シ 。ンの 平 均値 を記 入 して下 さい。
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(資 料8) 〈 目標 設 定 マ ップ 〉

IV

§雰全§
し発ふの
組揮れ財
織であ産
の きいは
活るを人
性職大間

霧
をを と

皿

の業 日

立網本

場 をに

に持限

立 ちら
つ'ず

てお ・

常客 全

業難
すq界
る器に

ご営

H

持 代
つ 理

り 店
ス と

ク し

マ て

ネ の

ジ 量
や筒

1資

格

を

1

務 損
を 害
通 保
じ 険
て ・
社 生
会 命
に 保
貢 険
献 代
す 理
る 業

理 念

目

環 境

標(当 面)

1

経
済
の
動
向

H

社
会
環
境
の
変
化

皿

損
保
業
界
の
分
析

IV

7

;;
社

筆

;

V

需

要
新
商
品
の
開

登

◎ ◎ ◎ ◎ (P)130億(C)20億(57年 度) ◎ ◎ ○ ○ ○

○ △ △ △ 経費率を下げる ○ ○

◎ ◎ ◎ ◎ 業界第1位 の死守 ◎ ○ ○ ◎ 〇

一 ○ ○ △ ⑳ 対策の吸収 ・合併 ・廃除 ○ ◎ ○

高齢者個人Agの 吸収

◎ ◎ ◎ ◎ 社員の質の向上 ○ ○ ◎ ○ ◎

一 ◎ ○ △
リース会社を吸収及び提携

(自 動車)例 日産観光
○ △ ○

○ ○ ○ ◎ K銀 全 取引先への シェアイン ○ ○ ○

△ △ 一 全上場会社の株取得 ○

◎ ◎ ◎ ◎ 会社知名度のアップ ○ ◎

○ ○ 新 規事業,旅 行代理業,不 動産業務

(エ ンター プライズ)の 拡大
○ ○ ○

○ ◎ ○ プ ラ ン ・ ド ゥ ・シ ー の 徹 底 ◎ ◎ ○ ○ ○

○ ◎ ○ 手数料率 のア ップ ○ ◎ △

△ ○ ◎ ◎ 既存取引先の深耕 ◎ ○ ○ ○ ○

△ ◎ ◎ ○ 第 三セ クターの アプローチ強化 ◎ ○ ○ ○ ○

○ ◎ ○ ◎ 生保 がん保険の営業強化 ○ ○ ◎

◎ ○ ◎ ○ 入社制度のあり方(優 秀社員確保) ○ ○ ○

○ ◎ ◎
個人的営業努力成約契約への報 し
ょう 大口100万 以上

○ △

◎ ○ ○ △ 適正な人事配置 ○ △ ○ ○

◎ △ トップマネ ジメ ン トの活性化 ○ ○ ○

◎ 本支店間女子社員の格差是正

(注)◎;強 い関係があ る ○;関 係 がある △;関 係があ りそ うだ
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(資 料9)〈 戦 略 策 定 マ ップ 〉

i

O O ○ 不測 の事態(地 震 ・天候異
変等)

○

、

O ○ ライバ ル急 迫 ×

○ ○
さ

○ 9イ パル(鹿 協 」賂,⑥,

研修 生)の 増加
×

O O ○ 損保会社の格差拡大 〈

O 卜 O ⑭ 代理店の進出活発 ×

O O O O O ユーザーの賠償観 念の高 まり ○
、

O ○ O
第二次産業(鉄 鋼 ・石化 ・造

船)の 低迷
×

1

O O 新規 設備投資は不調 ×

..

O ○ O ○ O O 貿易摩 擦(自 動 車 ・VTR
etc.)激 化

X

'

O
.

○ ○ コンピューター産 業が伸 び る ○

O O O ○ 第3セ ンター方式 が増 える ○ ○

O `
.

O O O 第3次 産業が伸びる ○

・

社

内

情

報

個

人

の

予

想

損

保

官

庁

金

融

機

関

取

引

先

業

界

誌

テ

レ

ビ

新

聞

環 境 現 象

(こ の1年 と3年 先

情
報

1

㌧
プ

《

ラ

ζ
能
力

11

情
報
処
理
能
力

m

製
品
市
場
能
力

IV

R
&

D

能
力

V

財
務
能
力

w

技

術
生
産
能
力

w

経
営
管
理
能
力

糟

社
会
関
係
能
力

1

総合
評価

源
`

「

(目 標)

業 界

リーダー

の 確 立

'経

営

局

面
、

、

、

、
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評、課 題 とギ
ャップ

＼
129 9.7 62 7.2 8.1 8.8 10.4 2.5 65.8

○ ○ ` ○ ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 1)予 算達 成150億 円 ○ ○ ○ ○ ○

○ ◎ ◎ ◎ ◎ O O O ○ ○ ○ ○ 2)社 員 の質 と意欲 の向 上 ○ ○ ○ ○

◎ O ○ O O ○ O ○ ○ ○ ◎ 3)組 織の活 性化 ○ ○

○ 4)会 社の知 名度 ア ップ ○ ○ ○ ○ ○'

○ 5)新 規 事業の開拓 ○

○ O O O ○ O 6)経 費の効率化 ○ ○ ○ O

悪 い関 係

・米

×

/

良 い関係

◎ 強い関係がある

O関 係がある

△ 関係がありそうだ

(注)
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